
○町の人口（10月１日現在）男15,212人  女15,415人  計30,627人（前月比－22）世帯数8,312世帯（前月比－1） 
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通
水
式
は
、
午
前
九
時
か
ら
八
郷
町

水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
管
理
棟
玄
関
前
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
・
助
役
・
地

元
選
出
県
会
議
員
・
県
下
水
道
課
長
・

町
議
会
議
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
た
後
、
管
理
棟
二
階
に
あ
る
中

央
制
御
盤
の
メ
イ
ン
ス
イ
ッ
チ
を
町
長

が
押
し
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
水

が
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
竣
工
式
典
は
、
午
前
十
時
か
ら
役
場

一
階
会
議
室
で
、
町
議
会
議
長
、
県
下

水
道
課
長
、
地
元
選
出
県
会
議
員
、
地

元
選
出
衆
議
院
議
員
、水
処
理
セ
ン
タ
ー

用
地
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
、
関
係
区

長
さ
ん
、
町
議
会
議
員
、
農
業
委
員
会

会
長
、
施
工
業
者
、
設
計
業
者
等
百
八

十
名
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
　   

　
式
典
で
は
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
工

事
施
工
業
者
、
設
計
業
者
に
町
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

八
郷
町
都
市
計
画
　
八
郷
町
公
共
下
水
道 

　
十
月
一
日
、
八
郷
町
公
共
下
水
道
の
通
水
式
と 

水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　 

八
郷
町
水
処
理
セ
ン
タ
ー
通
水
式
・
竣
工
式
典 

八
郷
町
水
処
理
セ
ン
タ
ー
通
水
式
・
竣
工
式
典 

竣工式典 通水式 竣工式典 通水式 

左から桜井県議会議員、飯村町議会議長、関野町長、江橋県下水道課長、川俣助役 左から桜井県議会議員、飯村町議会議長、関野町長、江橋県下水道課長、川俣助役 
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下
水
が
き
れ
い
に
な
る
ま
で
　
　
　

　
今
回
の
施
設
完
成
に
よ
り
、
前
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
区
域
の
皆
さ
ん
が
、

十
月
一
日
か
ら
下
水
道
を
利
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
家
庭

で
使
っ
た
あ
と
の
汚
れ
た
水
は
、
下
水

管
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
水
処
理
セ

ン
タ
ー
で
き
れ
い
に
な
っ
た
の
ち
恋

瀬
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　

●
下
水
管
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
水
管
は
、
道
路
の
下
な
ど
に
埋
め

ら
れ
て
い
て
、下
水
を
水
処
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
運
ぶ
役
目
を
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
掃
除
や
検
査
、
修
理
を
す

る
た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

●
ポ
ン
プ
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
水
管
は
、
勾
配
（
か
た
む
き
）
を

つ
け
て
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
下
水
が
自

然
に
流
れ
て
運
ば
れ
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
埋
め
る
深
さ
が
深
く
な

り
す
ぎ
る
と
費
用
が
高
く
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
掃
除
や
修
理
が
や
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ポ
ン
プ
場
に
よ

り
浅
い
と
こ
ろ
ま
で
く
み
上
げ
高
い
と

こ
ろ
か
ら
ふ
た
た
び
勾
配
に
よ
っ
て
流

す
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

●
水
処
理
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
下
水
管
や
ポ
ン
プ
場
を
通
っ
て
水
処

理
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
下
水
は
、
水

処
理
施
設
を
通
り
抜
け
る
あ
い
だ
に
き

れ
い
な
水
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
　

▼
最
初
沈
で
ん
池
　
　
　
　 

　
　
　

　
こ
こ
で
は
、
下
水
が
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
て
る
あ
い
だ
に
、
ご
み
や
砂
を
池
の

底
に
沈
ま
せ
、
た
ま
っ
た
汚
泥
は
汚
泥

処
理
棟
へ
送
り
ま
す
。
上
ず
み
水
は
、

反
応
槽
へ
送
り
込
み
ま
す
。
　
　
　
　

▼
反
応
槽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
バ
ク
テ
リ
ア
や
原
生
動
物
の
よ
う
な

微
生
物
の
集
ま
り
を
活
性
汚
泥
と
い
い

ま
す
が
、
反
応
槽
の
中
で
下
水
に
活
性

汚
泥
を
混
ぜ
て
、
空
気
を
ふ
き
こ
む
と

よ
く
混
じ
り
合
い
ま
す
。
活
性
汚
泥
は

酸
素
の
助
け
で
、
汚
れ
を
食
べ
て
し
だ

い
に
大
き
な
か
た
ま
り
と
な
り
ま
す
。

▼
最
終
沈
で
ん
池
　
　
　
　
　
　
　
　

　
反
応
槽
で
、
大
き
な
か
た
ま
り
と
な

っ
た
活
性
汚
泥
は
、
こ
の
池
で
沈
め
ら

れ
汚
泥
処
理
棟
へ
送
ら
れ
ま
す
。
下
水

は
、
こ
こ
ま
で
で
汚
れ
の
九
〇
㌫
以
上

を
取
り
除
か
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　 

▼
高
度
処
理 

　
八
郷
町
は
霞
ヶ
浦
の
流
域
内
な
の
で

霞
ヶ
浦
富
栄
養
化
防
止
条
例
の
規
制
に

に
よ
り
リ
ン
や
窒
素
を
取
り
除
く
た
め

の
高
度
処
理
を
行
い
ま
す
。 

▼
塩
素
接
触
槽 

　
最
終
沈
で
ん
池
の
上
ず
み
水
を
プ
ー

ル
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
塩
素
を
使

っ
て
消
毒
し
て
か
ら
恋
瀬
川
に
放
流
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

▼
汚
泥
処
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
初
沈
で
ん
池
や
最
終
沈
で
ん
池
か

ら
で
た
汚
泥
は
汚
泥
処
理
棟
で
、
汚
泥

脱
水
機
や
凝
集
剤
に
よ
り
脱
水
ケ
ー
キ

と
な
り
場
外
へ
搬
出
処
分
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（３）

初沈汚泥引抜ポンプ 

水 処 理 施 設  

場外ポンプ場 

分配槽 

初沈汚泥掻寄機 

最初沈殿池 

反応槽 

散気装置 

返送汚泥ポンプ 

送風機 

終沈汚泥掻寄機 

最終沈殿池 

余剰汚泥ポンプ 

原水ポンプ 

砂ろ過器 

次亜塩素酸ソーダ 
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恋瀬川 
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汚泥処理棟へ 

八
郷
町
家
庭
排
水
浄
化
推
進
協
議
会
の 

 

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
見
学 

　
十
月
二
日
八
郷
町
家
庭
排
水
浄
化
推
進
協
議
会
の
会
員
皆
さ
ん 

二
十
八
人
が
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
会
員
の
吉
野 

寛
美
さ
ん
に
下
水
道
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

　
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
時
、
霞
ヶ
浦
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
ど
の
く

ら
い
か
な
。
水
鳥
や
さ
か
な
た
ち
、
ア
サ
ザ
は
元
気
だ
ろ
う
か
と
。
八
郷
町
を
流

れ
る
恋
瀬
川
は
美
し
く
き
れ
い
な
川
な
の
で
す
が
、
霞
ヶ
浦
の
汚
れ
は
相
変
ら
ず

高
く
横
ば
い
で
す
。
八
郷
町
は
新
治
浄
水
場
か
ら
水
道
水
を
、
霞
ヶ
浦
用
水
と
し

て
田
ん
ぼ
に
利
用
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
汚
れ
て
い
て
は
困
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
八
郷
町
は
上
流
か
ら
汚
れ
た
水
を
流
さ
な
い
と
い
う
心
意
気
で
長
い

年
月
の
計
画
の
も
と
に
、
生
活
排
水
を
処
理
す
る
「
八
郷
町
水
処
理
セ
ン
タ
ー
」

の
竣
工
、
通
水
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
大
勢
の
町
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
ま
だ
多
額
の
費
用
を
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
本
当
に
大
変
で
す
。
で

も
下
水
道
を
町
の
宝
物
と
し
て
大
事
に
使
い
、
孫
子
へ
の
贈
り
物
と
し
て
長
い
年

月
使
用
に
堪
え
る
も
の
と
考
え
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
二
〇
二
〇
年
を
目
標
に

泳
げ
る
霞
ヶ
浦
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
た
め
に
水
の
使
い
方
を
工
夫
し
ま
し

ょ
う
。
　
洗
剤
や
石
鹸
の
使
用
量
を
半
分
に
減
ら
す
　

油
は
絶
対
に
流
さ
な

い
　

食
器
の
汚
れ
は
ヘ
ラ
や
布
で
拭
き
と
っ
て
か
ら
洗
う  

　
キ
ケ
ン
な
化
学
物

質
で
洗
わ
な
い
　 

命
の
水
を
守
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
工

夫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

″ 

″ 

″ 

″ 

″ 

″ 

″ 

″ 

施設を見学する会員の皆さん 

吉野寛美さん（小幡） 



　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
、
三
五
一
万
七
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
九
十
八
億

八
、
六
五
〇
万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
総
務
費
で
は
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
借
上
料
を
計
上
し
、
事
務
機
器

借
上
料
を
減
額
し
ま
し
た
。
徴
税
費
で

は
、
過
誤
納
付
還
付
金
を
増
額
し
ま
し

た
。
民
生
費
で
は
、
福
祉
作
業
所
の
敷

地
内
舗
装
工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
水
道
事
業
会
計
補
助
金

を
減
額
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
業
費
で

は
、
畜
産
振
興
総
合
対
策
事
業
費
補
助

金
を
増
額
し
ま
し
た
。
林
業
費
で
は
、

木
の
香
る
施
設
整
備
事
業
の
案
内
板
十

基
の
作
成
手
数
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
商
工
費
の
案
内
板
作
成

手
数
料
を
減
額
し
ま
し
た
。
土
木
費
で

は
、
片
野
・
下
青
柳
線
と
岩
間
・
八
郷

町
線
の
改
良
工
事
費
を
増
額
し
た
は

か
、
一
般
町
道
の
排
水
整
備
工
事
費
を

増
額
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
で
は
、
岩

間
・
八
郷
線
道
路
整
備
事
業
費
補
助
金

を
増
額
し
ま
し
た
。
県
支
出
金
で
は
、

畜
産
再
編
総
合
対
策
事
業
補
助
金
、
木

の
香
る
施
設
整
備
事
業
補
助
金
、
情
報

通
信
技
術
講
習
推
進
事
業
費
補
助
金
な

ど
が
主
な
も
の
で
す
。
　
　
　 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
、
四

四
九
万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
二
五
億
六
、
一
九
九
万
四
千
円
と
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
出
は
、
国
の
算
定
方
式
の
見
直
し

に
伴
い
老
人
保
健
拠
出
金
を
補
正
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
増
額
を
見

込
ん
で
も
財
源
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
一
一

万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

六
、
五
七
八
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
中
継
ポ
ン
プ
に
係
る
施
設

管
理
費
を
増
額
し
、
残
余
を
一
般
会
計

へ
繰
り
出
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
で
す
。
　

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
、
七
九
一

万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
二
二

億
四
、
一
九
一
万
四
千
円
と
し
ま
し

た
。 

　
歳
出
は
、
下
水
道
費
で
は
、
受
益
者

負
担
金
と
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
経
費

と
、
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
及
び
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
施
設
の
維
持
管
理
費
等
を

計
上
し
ま
し
た
。
下
水
道
建
設
費
で

は
、
認
可
設
計
委
託
料
を
計
上
し
ま
し

た
。 

　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
は
、
予
算

第
三
条
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
収
入

の
う
ち
、
第
一
款
水
道
事
業
収
益
、
第

二
項
営
業
外
収
益
と
、
第
八
条
他
会
計

か
ら
の
補
助
金
及
び
出
資
金
を
二
、
〇

〇
〇
万
円
減
額
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、 

９
月
定
例
議
会 

　
平
成
十
四
年
第
三
回
八
郷
町
議
会
定
例
会
は
九
月
十
日
に
招
集 

さ
れ
、
十
八
日
ま
で
の
九
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　 

　
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
補
正
予
算
関
係
等
議
案
五
件
、
条
例
改 

正
議
案
六
件
、
認
定
一
件
、
工
事
請
負
契
約
関
係
議
案
三
件
、
他 

議
案
四
件
、
請
願
二
件
、
発
議
四
件
、
陳
情
一
件
で
し
た
。
す
べ 

て
原
案
の
と
お
り
可
決
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　 

補
正
予
算 

⑷



営
業
外
収
益
と
な
る
一
般
会
計
補
助
金

を
、
交
付
税
措
置
さ
れ
た
高
料
金
対
策

に
基
づ
く
繰
出
基
準
額
に
あ
わ
せ
て
減

額
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

▽
八
郷
町
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
八
郷
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　

▽
八
郷
町
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　

▽
八
郷
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
八
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　

▽
八
郷
町
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　
　
　 

　 　
契
約
の
議
案
は
、
下
水
道
管
渠
工
事

請
負
契
約
の
締
結
一
件
と
下
水
道
管
渠

工
事
請
負
契
約
の
変
更
二
件
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

▽
平
成
十
四
年
度 

　
　
　
　
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
95
号 

契
約
額
　
一
億
三
、
九
一
二
万
五
千
円

相
手
方
　
八
郷
町
　
市
村
土
建
㈱
　
　 

▽
平
成
十
三
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事

第
68
号
　
　
　
変
更
額
五
八
八
万
円
増

　
　
変
更
後
契
約
額
七
、
六
六
五
万
円

　
　
　
　
相
手
方
　
前
田
建
設
工
業
㈱ 

▽
平
成
十
三
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事

第
69
号
　
　
　
変
更
額
一
八
九
万
円
増

　
　
変
更
後
契
約
額
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
億
一
、
一
一
万
五
千
円

　
　
　
　
相
手
方
　
佐
田
建
設
㈱ 

　
平
成
十
三
年
度
の
水
道
会
計
は
、
営

業
利
益
が
減
少
し
た
も
の
の
七
、
九
一

八
万
八
千
円
の
利
益
が
あ
り
、
営
業
外

収
益
と
あ
わ
せ
て
一
、
〇
〇
七
万
三
千

円
の
経
常
利
益
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
純
利
益
は
八
一
八
万
一
千
円
で

し
た
。
（
表
１
参
照
）
　
　  

　 

　 

　
水
道
事
業
会
計
は
、
監
査
委
員
か
ら

次
の
よ
う
な
意
見
を
付
さ
れ
監
査
結
果

の
報
告
と
と
も
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
水
道
料
金
徴
収
率
は
、
関
係
者
の

努
力
に
よ
り
前
年
度
八
八
・
六
八
％
に

対
し
、
本
年
度
八
八
・
七
六
％
と
わ
ず

か
な
が
ら
上
向
い
て
い
る
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
未
収
金
は
多
額
で
あ
り
、

悪
質
な
滞
納
者
に
は
給
水
停
止
等
の
手

段
を
講
じ
る
な
ど
、
徴
収
率
の
向
上
に

努
力
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

②
　
給
水
原
価
と
供
給
単
価
の
格
差

は
、
前
年
度
六
〇
・
二
九
円
／
立
方
㍍

に
対
し
、
本
年
度
は
五
八
・
七
五
円
／

立
方
㍍
と
前
年
度
に
続
い
て
縮
小
し
た

が
、
給
水
原
価
が
供
給
原
価
を
上
回
る

と
い
う
赤
字
構
造
は
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
、
引
き
続
き
経
費
の
節
減
に
努

力
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
　
水
の
安
定
供
給
と
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
給
水
管
等
の

老
朽
化
対
策
を
引
き
続
き
推
進
し
、
町

民
の
生
活
用
水
の
確
保
に
万
全
を
期
さ

れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
　
未
収
金
六
、
三
二
二
万
八
千
円
の

内
訳
を
見
る
と
、
過
年
度
分
で
固
定
化

し
た
も
の
一
、
五
九
五
万
円
、
現
年
度

分
で
納
入
手
続
き
の
関
係
か
ら
未
収
金

と
な
っ
て
い
る
も
の
四
、
七
二
七
万
八

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
現
年
度
未
収
金

が
、
決
算
上
の
未
収
金
を
膨
ら
ま
せ
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
徴
収
方
法

の
改
善
等
に
よ
り
解
消
を
図
ら
れ
た
い
。

⑤
　
損
益
勘
定
留
保
資
金
は
十
一
億
一

五
三
万
九
千
円
、
減
債
積
立
金
は
一
億

四
、
八
〇
〇
万
円
と
多
額
の
現
金
を
抱

え
て
い
る
の
で
、
通
常
の
会
計
分
と

あ
わ
せ
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ
い
て
は

万
全
を
期
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　

⑥
　
減
債
積
立
金
を
借
入
金
の
償
還

に
充
当
し
、
高
料
金
対
策
に
基
づ
く

繰
出
基
準
額
（
平
成
十
三
年
度
六
、

三
三
一
万
六
千
円
）
を
上
回
っ
て
い

る
一
般
会
計
補
助
金
（
平
成
十
三
年

度
一
億
一
、
〇
〇
〇
万
円
）
の
縮
減

を
図
ら
れ
た
い
。 

⑸

契
約
関
係
議
案 

平
成
十
三
年
度
八
郷
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定 

営業収益 

　給水収益 

　受託工事収益 

　その他の営業収益 

営業費用 

　原水及び浄水費 

　配水及び給水費 

　受託工事費 

　総係費 

　減価償却費 

　資産減耗費 

　その他の営業費用 

営業利益 

営業外収益 

　受取利息 

　一般会計補助金 

　雑収益 

営業外費用 

　支払利息 

　雑支出 

経常利益 

特別利益 

　固定資産売却益 

　過年度損益修正益 

総利益 

特別損失 

　固定資産売却損 

　過年度損益修正損 

従利益 

 ※　消費税は除く 

 

表１　水道事業会計損益計算書 
単位：千円 

 　項　　　目　  　 平成12年度　 平成13年度 

 489,034 

474,122

0

9,912

408,031

134,731

16,,170

0

96,462

160,668

0

0

81,002 

132,352 

1,415

130,000

937

191,896 

191,896

0

21,459 

0 

0

0

21,459 

1,300 

0

1,300

20,159

484,770 

474,875

0

9,895

405,582

133,817

18,901

0

93,269

159,595

0

0

79,188 

116,831 

1,965

110,000

4,866

185,946 

185,946

0

10,073 

1

0

1

10,073 

1,892 

0

1,892

8,181



⑹

Ⅰ　安定した年金の財政運営ができるしくみです 
　将来の年金受給に必要な原資をあらかじめ自分で積み立て、運用実績により受給額が決まる確定拠出型年金であるため、安定し

た年金の財政運営ができます。運用利回りの状況等に応じて保険料が引き上げられることはありません。 

Ⅱ　農業に従事する方は広く加入できます 
　国民年金の第１号被保険者で年間60日以上農業に従事する60歳未満の方は誰でも加入できます。農地を持っていない農業者や

家族従事者も加入できます。脱退も自由です。脱退してもそれまでに支払った保険料に対応した年金を受け取ることができます。 

Ⅲ　保険料は自由に選択できます 
　毎月の保険料は20,000円を基本とし、最高67,000円まで1,000円単位で選択できます。それぞれの経済的な状況や老後設計など

に応じて保険料を自由に設定でき、かつ、いつでも見直すことができます。 

Ⅳ　80歳までの保証が付いた終身年金です 
　年金は終身受給できますが、仮に、加入者や受給者が80歳に亡くなった場合は、死亡した月の翌月から80歳までに受け取るは

ずの農業者老齢年金を予定利率で割り戻した額を死亡一時金として遺族が受け取れます。 

Ⅴ　税制面でのメリットがあります 
　保険料は全額（年額最高80万4千円）社会保険料控除（所得控除）の対象となります。 

　年金は公的年金等控除の対象となります。 

Ⅵ　意欲ある担い手に保険料助成があります 
　60歳までに農業者年金に20年以上加入することが見込まれ、かつ次の①〜④のいずれかの条件を満たす方（必要経費等控除後

の農業所得等が900万円以下）は、基本となる保険料（20,000円）のうち、国から保険料助成（政策支援）があります。同一経営

内での夫婦や親子など複数の方も同時に政策支援が受けられます。なお、政策支援を受けている間は基本となる保険料20,000円を

超えて保険料を増やすことはできません。 

 

政策支援部分の年金（特例付加年金）の受給について 
　政策支援を受けた方の特例付加年金は、農地、採草放牧地及び農業用施設の権利移転等を行い、農業経営者でなくなれば受給す 

ることができます。65歳からの受給が基本ですが、それ以前に経営継承した場合は、そのときから受給できます（年齢制限はあり 

ません）。 

　また、経営継承しなかった場合でも農業老齢年金は受給できます。 

※政策支援は、35歳未満であれば要件を満たしているすべての期間、35歳以上では10年間を限度として通算して最大20年間受けられます。 

※旧制度の加入者のうち平成14年１月１日現在55歳未満の方は旧制度と通算して20年以上あれば政策支援が受けられます。 

 

●問い合わせ先　役場２階　農業委員会事務局（内線1251）又は、八郷町農協 

農業者年金に加入しましょう 農業者年金に加入しましょう 

認定農業者あるいは 

認定就業者で青色申 

告者　 

 
①の者と家族経営協 

定を締結し、経営に 

参画している配偶者、 

後継者 

認定農業者又は青色 
申告者のいずれか一 
方を満たす者で３年 
以内に両方を満たす 
ことを約束した者 

35歳未満の後継者で 
35歳まで（25歳未満 
の者は10年以内）に認 
定農業者で青色申告者 
 

35歳未満 

35歳以上 

35歳未満 

35歳以上 

35歳未満 

35歳以上 

35歳未満 

 

区　　　　　　　分 保 　 険 　 料 

 

自 己 負 担 分  

 

助 　 成 　 分 助成割合 

 2 0 , 0 0 0円  

2 0 , 0 0 0円  

2 0 , 0 0 0円  

2 0 , 0 0 0円  

2 0 , 0 0 0円  

2 0 , 0 0 0円  

2 0 , 0 0 0円  

1 0 , 0 0 0円  

1 4 , 0 0 0円  

1 0 , 0 0 0円  

1 4 , 0 0 0円  

1 4 , 0 0 0円  

1 6 , 0 0 0円  

1 4 , 0 0 0円  

1 0 , 0 0 0円  

6 , 0 0 0円  

1 0 , 0 0 0円  

6 , 0 0 0円  

6 , 0 0 0円  

4 , 0 0 0円  

6 , 0 0 0円  

5 0％  

3 0％  

5 0％  

3 0％  

3 0％  

2 0％  

3 0％  

①

②

③

④



⑺

■拡大する金融被害  
　「低金利で融資」「他店で断られた方でもＯＫ」などと多重債務者を誘い込み、出資法で定められた上限金利（年29.2２％）

を超える法外な利息を要求したり、さまざまな手口で金銭をだまし取ったりする業者や無登録で営業する業者など、悪質な

業者による被害が後を絶ちません。 

  

　最近は「090金融」などの新たな金融被害も広がっています。090金融とは、勧誘のチラシに携帯電話の番号と業者名だ

けしか書かず、正体を明かさないまま、法外な高金利で小口の融資を行う業者です。 

  

■無登録貸金業者に注意  
　貸金業を営む業者は、財務局長または都道府県知事の登録を受けなければなりません。利用しようとする貸金業者が登録

業者かどうかを確認し、登録が確認できない貸金業者からは借りないことが大事です。 

  

■違法な金利の契約は断る勇気を  
　出資法で定められた上限金利を超える契約の融資は、出資法違反となり罰則の対象となります。手数料等の名目で業者が

受け取る金銭も、金利に含まれます。 

　借り入れの際には、契約書の内容をよく読んで、不明な内容がある場合にはしっかりと説明を求め、納得できない場合や

おかしいと感じたときには、はっきりと断る勇気を持ちましょう。また、契約書は必ず受け取り、保管しましょう。契約書

を渡さない業者からは借りないことです。  

  

■高齢者の年金をねらう年金担保金融  
　国民年金などの年金証書や通帳、キャッシュカード、印鑑などを預かり、高齢者に融資するといった、事実上担保に取る

に等しい年金担保金融でのトラブルが増えています。 

　国民年金など公的な年金は、国民年金法などによって国民年金などの給付を受ける権利を譲り渡すこと、担保にすること、

差し押さえることは禁止されています。 

　年金証書や通帳、キャッシュカード、印鑑などは、貸金業者に決して渡さないよう注意してください。  

  

■一人で悩まず相談を  
　一般的にひと月の返済額が月収の２割を超えると返済が困難になります。返済に無理が出てきたときには、一人で悩まず

に、親や家族など身近な人、下記のような相談窓口に相談してください。 

ローンやキャッシングは、欲しいものがすぐに手に入る便利な手 

段。しかし、安易な借り入れは、生活を破たんさせることにもな 

ります。平成13年の個人の自己破産件数は16万人を超え、過去 

５年間で約３倍になっています。また、無登録業者や法外な高金 

利を取る業者など悪質な貸金業者による被害が増加しています。 

消費生活センター土浦分室　　　　　　　 ０２９８－２２－８５１１（土浦合同庁舎内）                     

（財）日本クレジットカウンセリング協会 　０３ー３２２６ー０１２１　　　　　　　　　 

 

金融
被害
が急
増！
 



町民ご招待券をこのページから切り離して忘れずにお持ちください。 

無料で入園できます。ただし、スポーツスライド、フラワーサイクル 

のご利用は有料となります。 

11月13日（水）茨城県民の日 
町民無料感謝デー ●スポーツスライド 

●フラワーサイクル 

◆秋バラまつり　　　　　　開催中　11月17日（日）まで　　 

　フラワーデザイン展　　　　　　　10日（日）～17日（日） 

　旬の大鍋サービス　先着500名　　13日（水）　　　　　　 

　片野排禍ばやし　　　　　　　　　13日（水）　　　　　　 

　フラワーアレンジメント教室　　　16日（日）・14日（日） 

 

◆新そば収穫祭　　　　　　　11月22日（金）～24日（日） 

　そば打ち実演試食会　　　　　　　22日（金）～24日（日） 

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　11時～14時30分 

　そば打ち体験教室　有料　　　　　23日（土）・24日（日）　 

　八郷町ふるさと体験教室　　　　　22日（金）～24日（日） 

　八郷町観光果樹組合収穫祭　 　　 23日（土）　　　　　　 

　体験教室　バラ摘み採り　　　　　24日（日）13時30分 
※  イベントは予告なく変更、中止する場合もありますのでご了承ください。 

　  詳しくは茨城県フラワーパークまで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

イベント情報 

　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
は
、
世
界
の
バ
ラ
五
百
品
種
、
三
万
株
が 

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
園
内
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
咲
き
そ
ろ
っ 

て
い
ま
す
。
バ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ
て
「
秋
バ
ラ
ま
つ
り
」
を
十
一
月 

十
七
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
で
す
。
期
間
中
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定 

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
家
族
、
お
友
達
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ 

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●問い合わせ先　茨城県フラワーパーク　42－4111
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茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

◇
本
券
一
枚
で
お
一
人
様
限
り 

◇
平
成
14
年
11
月
13
日
当
日
限
り
有
効 

町 

民 

ご 

招 

待 

券 

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

◇
本
券
一
枚
で
お
一
人
様
限
り 

◇
平
成
14
年
11
月
13
日
当
日
限
り
有
効 

町 

民 

ご 

招 

待 

券 

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

◇
本
券
一
枚
で
お
一
人
様
限
り 

◇
平
成
14
年
11
月
13
日
当
日
限
り
有
効 

町 

民 

ご 

招 

待 

券 

花と緑の楽園 

茨城県 



        

柔
道 

●
団
体
【
中
学
男
子
の
部
】
◎
優
勝
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
・
柿
岡
中
Ａ
、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
・

柿
岡
中
Ｂ
○
準
優
勝
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
・
園

部
中
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
園
部
中
Ｂ
▽
三

位
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
・
有
明
中
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ

ッ
ク
・
有
明
中
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　 

               

●
個
人
【
一
般
の
部
】
◎
優
勝
小
松
崎

浩
一
○
準
優
勝
関
正
貴
▽
三
位
田
谷
野

行
助
【
中
学
男
子
一
年
の
部
】
◎
優
勝

山
崎
徹
也
○
準
優
勝
植
木
彰
大
▽
三
位

真
家
直
人
、
馬
場
一
樹
【
中
学
男
子
二

年
の
部
】
◎
優
勝
木
村
喜
浩
○
準
優
勝

萩
之
谷
旭
▽
三
位
岡
野
成
将
、
大
瀬
貴

文
【
中
学
女
子
の
部
】
◎
優
勝
泉
聖
子

○
準
優
勝
市
塚
友
香
【
小
学
低
学
年
の

部
】
◎
優
勝
水
野
裕
貴
○
準
優
勝
成
田

祥
樹
▽
三
位
渡
辺
貴
大
、
大
橋
優
樹 

        

【
小
学
高
学
年
男
子
の
部
】
◎
優
勝
水

野
貴
至
○
準
優
勝
飯
塚
勇
太
▽
三
位
白

谷
健
、
鈴
木
康
哲
【
小
学
高
学
年
女
子

の
部
】
◎
優
勝
萩
之
谷
藍
○
準
優
勝
本

田
知
子
▽
三
位
天
貝
和
香
、
飯
塚
彩
　

剣
道 

●
団
体
【
中
学
の
部
】
◎
優
勝
園
部
中

○
準
優
勝
南
中
▽
三
位
有
明
中
Ａ
、
有

明
中
Ｂ
【
小
学
の
部
】
◎
優
勝
小
幡
剣

友
会
Ａ
○
準
優
勝
小
幡
剣
友
会
Ｂ
▽
三

位
林
剣
友
会
Ａ
、
有
明
剣
友
会
　
　
　

　 

              

●
個
人
【
中
学
男
子
一
年
の
部
】
◎
優

勝
藤
岡
浩
平
○
準
優
勝
薗
部
誠
▽
三
位

阿
部
壮
太
郎
、
小
池
亮
介
【
中
学
男
子

二
年
の
部
】
◎
優
勝
斉
藤
太
輝
○
準
優

勝
酒
井
達
也
▽
三
位
込
山
毅
、
河
村
祐

毅
【
中
学
女
子
一
年
の
部
】
◎
優
勝
久

保
田
夏
実
○
準
優
勝
路
川
真
由
美
▽
三

位
谷
島
加
寿
美
、
磯
山
恵
美
莉
【
中
学

女
子
二
年
の
部
】
◎
優
勝
花
和
久
美
子

○
準
優
勝
前
沢
知
美
▽
三
位
飯
塚
あ
ず

さ
、
広
瀬
優
美
【
小
学
三
年
以
下
の

部
】
◎
優
勝
久
保
田
朋
哉
○
準
優
勝
斉

藤
友
紀
恵
▽
三
位
黛
健
一
郎
、
礒
崎
大

輔
【
小
学
四
年
の
部
】
◎
優
勝
大
関
直

人
○
準
優
勝
久
保
田
湧
也
▽
三
位
高
橋

浩
介
、
底
祐
樹
【
小
学
五
年
の
部
】
◎

優
勝
斉
藤
啓
輝
○
準
優
勝
田
中
絵
梨
▽

三
位
小
池
拓
矢
、
榊
桃
子
【
小
学
六
年

の
部
】
◎
優
勝
込
山
豪
○
準
優
勝
斉
藤

巧
▽
三
位
高
橋
諒
、
川
松
達
矢 

弓
道 

●
団
体
【
一
般
の
部
】
◎
優
勝
霞
ヶ
浦

Ａ
○
準
優
勝
新
治
Ａ
▽
三
位
八
郷
Ｂ
　

　 

                 

●
個
人【
金
的
】◎
優
勝
石
塚
光
司【
射

詰
（
一
般
）】
◎
優
勝
尾
崎
芳
子
【
射
詰

（
高
校
）】
◎
優
勝
藤
波
貴
大
【
競
射
（
一

般
の
部
）】◎
優
勝
足
立
喜
次
○
準
優
勝

沼
野
茂
男
▽
三
位
清
水
は
る
な
【
競
射

（
高
校
）】
◎
優
勝
菊
池
政
行
○
準
優
勝

真
家
知
之
▽
三
位
藤
波
貴
大
【
総
合
優

勝
】
菊
池
政
行
　
　
　
　
〜
敬
称
略
〜 

⑼

第
43
回
町
民
武
道
大
会 

柔
道
・
剣
道
・
弓
道
で
技
を
競
う 

　
十
月
六
日
総
合
運
動
公
園
の
武
道
館
・
体
育
館
・
弓
道
場
で
、
第 

四
十
三
回
町
民
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
柔
道
・
剣 

道
・
弓
道
の
三
種
目
で
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
が
参
加
し
、
熱
戦
が 

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

       

　
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
植
物
で
、
地
中

海
沿
岸
か
ら
中
東
に
か
け
て
二
十
種

類
ほ
ど
の
原
種
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

豚
が
好
ん
で
塊
茎
（
球
根
）
を
食
べ

る
こ
と
か
ら
、
別
名
　
豚
の
饅
頭
　

と
呼
ば
れ
、
花
の
形
か
ら
、
カ
ガ
リ

火
花
と
い
う
和
名
も
あ
り
ま
す
。
ラ

ベ
ン
ダ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
も

同
郷
で
、
と
も
に
高
温
多
湿
の
日
本

の
夏
が
苦
手
で
す
。
今
回
は
こ
の
シ

ク
ラ
メ
ン
を
春
ま
で
咲
か
せ
る
た
め

の
管
理
を
お
話
し
し
ま
す
。 

◇
株
選
び
の
ポ
イ
ン
ト 

　
葉
の
数
だ
け
花
が
咲
く
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、

葉
の
数
が
多
く
、
大
き
さ
の
揃
っ
て

い
る
も
の
、
花
茎
が
太
い
も
の
を
選

び
ま
す
。
ま
た
、
株
の
中
を
覗
い
て

蕾
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
、
病
害
虫
が

つ
い
て
い
な
い
か
も
確
か
め
ま
す
。 

◇
置
き
場
所 

　
午
前
中
は
日
が
当
た
る
窓
辺
が
良

く
、
終
日
日
陰
で
は
花
の
上
が
り
が

悪
く
な
り
ま
す
。
昼
間
十
五
〜
二
十

度
、
夜
間
七
〜
八
度（
最
低
五
度
）
が

最
適
で
、
暖
か
す
ぎ
る
と
花
期
が
短 

       

く
な
り
、
株
が
間
伸
び
し
て
し
ま
い

ま
す
。 

◇
水
や
り
、
施
肥 

　
水
や
り
は
、
鉢
土
の
表
面
が
乾
い

て
き
た
ら
、
球
根
の
上
部
に
か
か
ら

な
い
よ
う
、
鉢
の
縁
か
ら
流
し
込
み

ま
す
。
底
面
給
水
鉢
は
底
の
水
が
な

く
な
っ
た
ら
注
ぎ
足
し
、
五
回
に
一

回
は
前
記
の
よ
う
に
上
か
ら
与
え
ま

す
。
ま
た
、
水
や
り
ご
と
に
、
鉢
を

少
し
ず
つ
回
し
、
ま
ん
べ
ん
な
く
日

に
当
て
る
と
、
株
の
成
長
の
偏
り
が

防
げ
ま
す
。
施
肥
は
五
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
十
日
に
一
回
、
三
要
素
等
量
の

液
肥
を
与
え
続
け
ま
す
。 

◇
そ
の
他
の
管
理 

古
く
な
っ
た
花
や
茎
は
病
気
の
原
因

に
な
る
の
で
、
早
目
に
柄
ご
と
引
き

抜
き
ま
す
。 

　
株
の
中
心
に
出
て
き
た
新
葉
は
外

側
に
引
き
、
光
が
入
る
よ
う
に
す
る

と
花
立
が
良
く
な
り
ま
す
。 

　
春
に
な
り
暖
か
く
な
っ
て
も
、
涼

し
い
所
で
管
理
を
す
れ
ば
、
四
月
頃

ま
で
花
が
楽
し
め
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
園
芸
課
　
斉
藤
益
実 

花と緑の楽園 

茨城県 

シクラメンを 

春まで咲かす 
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「
お
て
つ
だ
い
ち
ょ
う
」
配
布
続
け
て

三
年
目
　
八
郷
町
は
？ 

 

　
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
手

立
て
と
し
て
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
で

は
「
家
庭
に
お
け
る
手
伝
い
を
奨
励
し

よ
う
」
と
平
成
十
二
年
か
ら
小
学
校
一

年
生
全
員
に
「
お
て
つ
だ
い
ち
ょ
う
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一

四
四
万
円
計
上
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

の
で
す
が
…
。 

一
、
家
庭
の
教
育
力
低
下
の
背
景 

　
平
成
十
年
の
家
庭
の
教
育
力
全
国
調

査
を
基
礎
資
料
に
し
て
、
八
郷
町
生
涯

学
習
課
で
は
今
年
五
月
、
町
内
の
小
・

中
学
校
家
庭
教
育
学
級
の
保
護
者
を
対

象
に
家
庭
の
教
育
力
の
調
査
を
し
た
結

果
、
特
に
ポ
イ
ン
ト
数
の
高
い
設
問
を

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。 

設
問
　
家
庭
の
教
育
力
低
下
の
原
因
は

何
で
す
か
。（
複
数
回
答
の
一
つ
） 

回
答
「
子
ど
も
が
家
計
を
助
け
る
と
か
、

家
事
を
手
伝
う
な
ど
の
生
活
体
験
に
乏

し
く
、
親
に
感
謝
す
る
心
を
養
う
な
ど

の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
」 

　
全
国
小
中
学
校
平
均
　
19
％  

　
八
郷
町
Ａ
小
学
校
　
　
40
％  

　
八
郷
町
Ｂ
中
学
校
　
　
35
％  

　
こ
の
よ
う
に
、
抽
出
し
た
八
郷
町
の

二
校
は
全
国
平
均
と
比
較
し
て
「
お
手

伝
い
不
足
」
の
項
目
が
大
幅
に
上
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。 

　
八
郷
町
は
、
三
世
代
家
族
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
手
伝
い
を
し
な
く
て
も
よ

い
豊
か
な
家
庭
環
境
に
子
ど
も
た
ち
が

育
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
に
も
と
れ
る

の
で
す
が
。 

　「
お
手
伝
い
」
は
、
家
族
と
し
て
当
然

な
役
割
な
の
で
、
家
庭
内
で
「
お
手
伝

い
」
を
生
活
習
慣
と
さ
せ
る
こ
と
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
町
内
各
学
校
が
見
直

す
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

二
、「
お
て
つ
だ
い
ち
ょ
う
」
の
賛
否 

　
九
月
六
日
、
町
内
の
抽
出
小
学
校
三

校
に
依
頼
し
「
お
て
つ
だ
い
ち
ょ
う
」

に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

設
問
「
お
て
つ
だ
い
ち
ょ
う
」
が
あ
っ

た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
。 

回
答
①
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い 

一
年
生
児
童
　
　
　
　
茨
城
県
　
64
％ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郷
町
　
65
％ 

二
年
生
児
童
　
　
　
　
茨
城
県
　
49
％ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郷
町
　
71
％ 

一
年
生
保
護
者
　
　
　
茨
城
県
　
50
％ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郷
町
　
48
％ 

二
年
生
保
護
者
　
　
　
茨
城
県
　
31
％ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郷
町
　
54
％ 

                

回
答
②
な
い
ほ
う
が
よ
い 

子
ど
も
・
保
護
者
い
ず
れ
も
、
15
％
以

下
な
の
で
省
略
し
ま
し
た
。 

　
一
・
二
年
生
と
も
に
70
％
前
後
が

「
お
て
つ
だ
い
ち
ょ
う
」
を
歓
迎
し
て

い
ま
す
。 

　
保
護
者
の
受
け
止
め
方
は
、
50
％
前 

後
と
賛
否
が
半
々
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
お
手
伝
い
の
回
数
」
も
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査
か
ら
読
み

取
れ
ま
し
た
。
　 

三
、「
お
手
伝
い
」
ア
ン
ケ
ー
ト
時
の

意
見
・
提
案
（
保
護
者
か
ら
） 

○
「
お
手
伝
い
」
は
、
自
発
的
な
も
の
、 

定
着
す
る
ま
で
は
、
し
つ
け
の
領
域
と

し
て
継
続
さ
せ
た
い
。 

○
学
校
で
毎
週
提
出
、
な
ど
と
い
う
こ 

と
に
な
っ
た
ら
、
負
担
に
な
り
ま
す
。 

○
い
や
い
や
「
手
伝
う
」
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
た
い
。 

○
「
手
伝
い
」
と
「
小
遣
い
」
を
結
び 

つ
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

四
、「
お
手
伝
い
」
は
、「
勤
労
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
基
礎 

　「
勤
労
」
は
、「
納
税
」
・
「
教
育
」
と

と
も
に
日
本
人
の
三
大
義
務
の
一
つ
で

す
。
二
十
一
世
紀
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
日
頃
か
ら
、
家
庭
で
の「
お
手
伝
い
」

や
、地
域
で
の
奉
仕
活
動
に
参
加
さ
せ
、

み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

　
八
郷
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
　
　
社
会
教
育
指
導
員
　
佐
藤
信
夫 

教
育
は

今
　
⑦ 

 

″ ″ 

⑽

     

　
日
本
人
の
生
活
環
境
は
、
こ
の
三

十
か
ら
四
十
年
の
間
に
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
日
本
人
の

病
気
に
も
い
ろ
い
ろ
変
化
が
生
じ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は

生
活
水
準
の
向
上
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー

の
摂
取
過
剰
、
車
社
会
と
な
っ
た
た

め
の
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満
、
ア
ル

コ
ー
ル
、
タ
バ
コ
な
ど
の
嗜
好
品
の

消
費
量
増
加
に
よ
る
弊
害
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
栄
養
状
態
が

よ
く
な
っ
た
こ
と
で
平
均
寿
命
は
延

長
し
、
今
や
日
本
は
世
界
一
の
長
寿

国
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と

視
点
を
変
え
て
み
ま
す
と
日
本
人
の

死
亡
原
因
は
か
つ
て
そ
の
主
流
を
占

め
た
結
核
な
ど
の
感
染
症
に
代
わ

り
、
近
年
は
悪
性
新
生
物
と
と
も
に

心
臓
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
が
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
変
遷
が
、
目
本
人
の

生
活
環
境
の
変
化
と
密
接
な
関
連
を

有
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
生
活
習
慣

病
は
、
食
事
・
運
動
・
仕
事
・
嗜
好

品
な
ど
の
生
活
と
直
接
関
係
す
る
各

種
因
子
が
そ
の
発
生
要
因
と
大
き
な

関
連
を
有
す
る
病
気
の
総
称
で
、
高 

     

血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
尿
酸

血
症
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
病
気
で
は
な
い
の
で
す
が
肥

満
も
生
活
習
慣
病
と
同
等
の
病
態
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病

の
本
態
は
血
管
の
動
脈
硬
化
で
す
。
人

体
の
三
大
栄
養
素
で
あ
る
糖
・
脂
肪
・

蛋
白
質
は
正
常
の
状
態
で
は
、
肝
臓
・

膵
臓
な
ど
の
主
要
臓
器
の
働
き
に
よ
り

血
液
中
で
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
病
気

が
生
じ
る
と
い
ず
れ
も
血
液
中
の
値
が

上
昇
し
ま
す
。
糖
が
増
え
る
と
糖
尿

病
、
脂
肪
が
増
え
る
と
高
脂
血
症
、
蛋

白
質
の
一
種
で
あ
る
尿
酸
が
増
え
る
と

高
尿
酸
血
症
と
な
り
、
こ
の
状
態
が
十

年
〜
二
十
年
続
く
と
血
管
の
壁
の
破
綻

（
動
脈
硬
化
）
が
徐
々
に
進
行
し
、
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
の
病

気
を
併
発
し
、
さ
ら
に
は
前
述
の
死
亡

原
因
と
も
結
び
つ
い
て
い
く
訳
で
す
。

こ
の
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
日
常
の
生
活
面
で
の
様
々
な
管
理

を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
、
い
つ
ま
で

も
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
一
つ
の

大
き
な
治
療
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。 

最
近
気

最
近
気
に
な
る
病
る
病
気 

最
近
気

最
近
気
に
な
る
病
る
病
気 

最
近
気
に
な
る
病
気 

生
活
習
慣
病 

豊
後
荘
病
院 

　
　
内
科
部
長
　
石
原
扶
美
武
医
師 



⑾

    

平
成
８
年
４
月
29
日
生
ま
れ 

父
　
俊
幸
さ
ん
　
母
　
恵
以
子
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
ひ
ょ
う
き
ん
で
人
な
つ
こ
い
男
の
子

で
す
。
今
は
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
に
夢
中

で
、
組
み
立
て
て
い
る
時
の
表
情
は
と

て
も
真
剣
で
す
。
ま
た
、
洋
画
も
の
が

好
き
で
家
族
と
一
緒
に
ビ
デ
オ
鑑
賞
も

し
ま
す
。
来
春
は
小
学
校
に
入
学
し
ま

す
。
友
達
た
く
さ
ん
作
っ
て
ね
。 

柿

岡 

  

須
藤 

慎
也
ち
ゃ
ん 

 

八
郷
の
歴
史 

（19） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

食生活改善推進員　平岡京子（瓦会） 

（ヘルスメイト） 

【材料】（4人分） 

●鶏もも肉  2枚（約400ｇ）●ブロッコリー 

1株　●ニンジン（小）　1本　●タマネギ  2個 

●牛乳  1カップ  ●白ワイン  1/2 カップ 

●固形スープの素  1個  ●生クリーム　1/2カッ

プ　●調味料 [塩（大さじ2/3）コショウ（少々）

小麦粉（大さじ3）油（大さじ2）] 

【作り方】 

①鶏肉は、大きめの一口大に切り、塩、コショ

ウを各少々ふってもみ込む。②ブロッコリーは

小房に分け、塩少々を入れた熱湯でゆでる。③

ニンジンは4～5㎝の長さに切って縦4等分に

切り、面取りをする。タマネギは縦8等分に切

る。④ボウルにバター、小麦粉各大さじ3を入

れて練り、牛乳を加えて混ぜる。⑤鍋に油大さ

じ2を中火で熱し、①を炒める。⑥②と塩小さ

じ2/3、コショウ少々を加え④を少しずつ加え

て溶かす。とろみがついたら生クリームを加え

て一煮する。 

   
　
三
月
に
発
行
さ
れ
た
『
村
明
細
帳
』（
八
郷
町

史
史
料
編
Ⅰ
）
に
は
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九

八
）
に
記
さ
れ
た
「
半
田
村
反
別
指
上
諸
色
党

帳
」（
原
田
文
普
家
文
書
）
と
い
う
帳
簿
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
十
一
年
当
時
の
半
田
村

は
、
旗
本
伊
丹
氏
と
他
二
氏
の
領
地
で
し
た
。

旗
本
と
は
禄
高
が
一
万
石
未
満
の
将
軍
直
属
の

家
臣
で
、
将
軍
に
直
接
拝
謁
で
き
る
武
士
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
丹
氏
の
よ
う
に
将

軍
か
ら
領
地
（
支
配
地
）
を
与
え
ら
れ
て
い
る

旗
本
を
「
地
方
知
行
取
り
」
の
旗
本
と
い
い
、

十
八
世
紀
末
で
二
千
二
百
四
十
六
家
を
数
え
ま

し
た
。
な
お
、
領
地
を
持
た
ず
、
幕
府
か
ら
禄

米
を
支
給
さ
れ
て
い
た
旗
本
を
「
蔵
米
取
り
」

の
旗
本
と
い
い
ま
し
た
。 

   

　
伊
丹
氏
に
関
し
て
、
幕
府
官
撰
の
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。 

「
伊
丹
雅
次
」
＝
（
元
禄
十
年
）
七
月
二
十
六

　
日
廩
米
を
采
地
に
あ
ら
た
め
ら
れ
、
常
陸
国

　
新
治
伊
豆
国
出
方
、
君
澤
三
郡
の
う
ち
に
を

　
い
て
七
百
石
を
知
行
す
。
（
略
） 

　
こ
の
記
載
に
よ
り
、
伊
丹
氏
が
、
半
田
村
の

領
主
と
な
っ
た
の
は
、
先
の
帳
簿
が
作
成
さ
れ

る
前
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
先
の
帳
簿
は
新
た
な
領
主
で
あ
る
伊

丹
氏
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
江
戸
幕
府
の
正
史
で
あ
る
『
徳
川
実
記
』
の

元
禄
十
年
七
月
の
条
に
「
け
ふ
布
衣
以
上
の
諸

有
司
に
令
せ
ら
る
る
は
。
五
百
俵
以
上
の
輩
廩

米
を
采
邑
に
か
へ
下
さ
る
べ
し
、
隷
下
へ
も
其

よ
し
暁
論
し
。
注
記
し
て
勘
定
奉
行
へ
出
さ
し

む
べ
し
と
あ
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
五

百
俵
以
上
の
禄
高
を
持
つ
旗
本
の
廩
米
蔵
米
を

収
公
し
、
か
わ
り
に
領
地
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
施
策

を
「
地
方
直
し
」
と
い
い
、
大
規
模
な
も
の
と

し
て
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
も
の
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
伊
丹
氏
は
元
禄
期
の
「
地
方

直
し
」
に
よ
っ
て
半
田
村
を
領
地
と
し
た
旗
本

で
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
、「
地
方
直
し
」
以
前
の
伊
丹
雅
次

の
禄
高
は
七
百
俵
だ
っ
た
の
で
す
が
、
江
戸
時

代
後
期
に
著
わ
さ
れ
た
『
地
方
凡
例
録
』（
大
石

久
敬
著
）
と
い
う
地
方
書
に
は
、「
廩
米
二
百
俵

は
年
貢
高
に
直
す
と
七
十
石
に
な
る
。」
と
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
二
百
石
の
領
地
か
ら
年
貢
率

三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
年
貢
を
徴
収
し
た
場
合

と
同
じ
額
に
な
り
ま
す
。
七
百
俵
を
与
え
ら
れ

て
い
た
伊
丹
氏
へ
「
地
方
直
し
」
に
よ
っ
て
与

え
ら
れ
た
七
百
石
の
領
地
か
ら
の
年
貢
は
二
百

四
十
五
石
と
な
り
、
三
斗
五
升
入
り
の
俵
で
七

百
俵
と
な
り
、「
地
方
直
し
」以
前
の
禄
高
と
変

わ
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。 

　
一
般
に
、
旗
本
領
の
村
む
ら
の
年
貢
率
は
幕

府
領
な
ど
ど
比
較
し
て
高
額
で
し
た
。
領
地
を

与
え
ら
れ
た
旗
本
に
と
っ
て
収
入
増
の
手
段
は

か
つ
て
の
廩
米
収
入
以
上
の
高
額
な
年
貢
率
の

設
定
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
八
郷
町
地
域
の
領

主
配
置
は
複
雑
で
、
多
く
の
旗
本
領
も
設
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
、
八
郷
の
旗
本
の
支
配

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
課
題

と
な
り
ま
す
。 

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
・
近
世
　
並
木
克
央 

旗
本
領
の
設
置 

わ
た
し
の
手
料
理 

 鶏
肉
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の 

ク
リ
ー
ム
煮 

 

じ

か
た 



⑿

　
　
　
は
行
楽
の
季
節
。
快
晴
の
日
が
多

　
　
　
く
、
屋
外
で
の
活
動
時
間
は
夏
よ
り

長
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
し
て
、
秋
は
意
外

に
日
に
焼
け
ま
す
。
紫
外
線
が
結
構
強
い
よ

う
で
す
。
健
康
な
ら
皮
膚
は
活
発
に
新
陳
代

謝
し
、
シ
ミ
の
卵
も
消
え
て
い
く
そ
う
で

す
。
肌
の
状
態
は
健
康
状
態
の
サ
イ
ン
と
考

え
、
生
活
の
リ
ズ
ム
や
食
事
を
見
直
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
匿
名

　
　
紫
外
線
は
お
肌
の
大
敵
、
皮
膚
が
ん
を

も
引
き
起
こ
す
要
素
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん

と
ケ
ア
を
し
て
こ
れ
か
ら
の
季
節
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係

　
南
北
長
く
、
複
雑
な
地
形
の
日
本
で
は
、

冬
の
訪
れ
に
も
時
間
差
が
あ
り
ま
す
。
北
海

道
や
東
北
地
方
で
は
、
十
月
の
中
ご
ろ
に
な

る
と
初
霜
や
初
氷
が
観
測
さ
れ
、
そ
ろ
そ
ろ

冬
が
近
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
十
一

月
に
入
る
と
、
西
高
東
低
の
い
わ
ゆ
る
冬
型

気
圧
配
置
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
比
較
的

温
暖
な
地
方
か
ら
も
木
枯
ら
し
の
便
り
が
届

き
始
め
ま
す
。
暖
房
器
具
が
欲
し
く
な
る
の

は
、
一
般
的
に
朝
の
最
低
気
温
が
八
℃
に
下

が
る
こ
ろ
か
ら
と
い
わ
れ
ま
す
。
東
京
を
例

に
と
る
と
、
最
低
気
温
の
平
均
が
八
℃
ぐ
ら

い
に
な
る
の
は
十
一
月
二
十
日
過
ぎ
。
昭
和

の
中
ご
ろ
は
十
一
月
三
、
四
日
に
は
八
℃
に

な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
や
は
り
温

暖
化
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
十
一
月
も

下
旬
に
な
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
の
準

備
を
し
た
り
、
暖
か
い
コ
ー
ト
や
マ
フ
ラ
ー

な
ど
の
防
寒
具
を
取
り
出
し
た
り
と
、
冬
支

度
も
本
格
的
に
。
雪
の
多
い
地
方
で
は
、
草

木
な
ど
を
わ
ら
や
む
し
ろ
で
覆
う
雪
囲
い
や
、

木
の
枝
を
つ
り
上
げ
る
雪
吊
り
の
用
意
を
し

て
雪
害
に
備
え
ま
す
。
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
を

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
は
き
か
え
る
の
も
、

雪
国
な
ら
で
の
冬
支
度
で
す
。
冬
に
備
え
て

の
漬
物
づ
く
り
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
す
。
東

北
地
方
で
は
農
山
村
地
域
を
中
心
に
、
今
で

も
自
家
製
の
漬
物
を
作
る
家
庭
が
多
く
、
春

ま
で
食
べ
る
の
に
十
分
な
だ
け
の
漬
物
の
仕

込
み
を
す
る
こ
の
時
期
は
大
忙
し
で
す
。
信

州
で
は
、
野
沢
菜
漬
け
に
す
る
菜
を
洗
う
光

景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す
。
冬
の
訪
れ

を
実
感
さ
せ
る
風
物
詩
で
す
。

わ
た
し
も
一
言�

　
評
　
　
玄
潮
会
理
事
　

森
　
　
　
浩
　
亭

　
ゆ
っ
た
り
と
書
き
堂
々
と
し
た
良
い
作

品
で
す
。

　
一
画
ご
と
に
正
し
い
筆
使
い
で
慎
重
な

作
品
で
す
。

�

柿
岡
小
四
年
　
川
　
井
　
み
ず
き�

柿
岡
小
六
年
　
川
　
井
　
尚
　
美
　�

秋�

P. N　テレビ・ジョン�
P. N　ＳＫＹ.

P. N　伊奈月�
柿岡　友常奈奈（11）�

歳
時
記
　
　
冬
支
度�

習
字
コ
ー
ナ
ー�

部原　染 谷 和 夫�

♣



⒀

　３つの答えの中から正解を選び

ハガキに書いて送ってください。�

①第１回かんぽやさとウォーキン

グ大会には何人が参加しましたか？�

Ａ－210人  Ｂ－220人  Ｃ－230人�

②ウォーキング大会のゴールはど

こでしょう？�

Ａ－茨城県畜産センター　Ｂ－茨

城県フラワーパーク　Ｃ－やさと

温泉ゆりの郷�

③9月16日に行われた茨城県知事

選挙の町の投票率は何％？�

Ａ－33.26％　Ｂ－34.25％�

Ｃ－43.45％�

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ163と書き、�

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」�

へのご意見や広報の感想などを書

いて送ってください。イラストや

マンガも大歓迎。�

☆締切日　平成13年11月20日�

　　　　　（当日消印有効）�

☆応募先　〒315-0195八郷町柿

岡5680-1八郷町役場秘書広聴課�

☆当選者の発表　本紙12月号�

［広報クイズ161の当選者の発表］

　正解は①－Ｂ、②－Ｃ、③－Ｂ

でした。応募総数43通、正解43

通の中から次の10人が当選しま

した。�

上田智美（根小屋）奥村友紀（山

崎）金子友美（小屋）菅谷健一�

（東成井）鈴木かつ江（小山田）

鈴木美穂（太田）菊地由佳里（吉

生）萩原志づ（月岡）萩原照子�

（月岡）長谷川和夫（大増）�

　　　　　　　　　　［敬称略］�

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�

やさと文芸�

�

広報ク
イズ

163

　
町
公
共
施
設
（
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン�

グ
セ
ン
タ
ー
、恋
瀬
地
区
公
民
館
、小
桜�

小
学
校
屋
内
運
動
場
、
小
幡
小
学
校
新�

校
舎
）
合
同
竣
工
式
が
農
業
者
ト
レ
ー�

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

（
昭
和
五
十
九
年
当
時
）�

や

さ

と

�

　
　
　
　
短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選�

た
ち
の
ぼ
る
霧
の
流
れ
に
し
の
ぶ
夫
消
え
ゆ
く
峯
の
ご
と
く
消
え
ゆ
け�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　 

雨
　
貝
　
和
　
江�

白
波
の
寄
せ
来
る
如
く
畑
中
に
は
つ
ゆ
き
草
の
咲
き
溢
る
見
ゆ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　 

荒
　
井
　
幸
　
子�

京
の
寺
嫁
に
連
れ
ら
れ
見
て
ま
は
る
飽
く
こ
と
も
な
く
夕
づ
き
に
け
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　 

萩
　
原
　
照
　
子�

�

　
　
　
　
俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選�

秋
草
の
花
時
計
咲
き
競
ひ
を
り
　
　
　
　
宇
治
会
　 

河
　
野
　
純
　
三�

曲
り
屋
の
お
食
事
処
秋
す
だ
れ
　
　
　
　
吉
　
生
　 

土
　
佐
　
汀
　
風�

蜻
蛉
の
羽
根
き
ら
き
ら
と
日
を
返
し
　
　
柿
　
岡
　 

川
　
井
　
ト
　
キ�

�

　
　
　
　
俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選�

机
並
べ
て
学
ん
だ
友
の
逝
く
は
つ
ぼ
み
の
十
五
才�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
曽
　 

足
　
立
　
加
根
子�

萩
の
花
野
に
月
影
淡
く
冴
え
た
虫
の
音
夜
も
す
が
ら�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　 

岡
　
　
　
よ
　
し�

伊
豆
の
湯
の
町
露
天
の
風
呂
で
隠
す
柔
肌
の
ぞ
く
月�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　 

菊
　
池
　
ト
シ
子�

P. N　いつか�
P. N　ト　ビ�

奈月さくら�

ど
こ
ろ
�

こ
ぼ�

つ
ま�





⒂

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
行
う 

　
住
民
の
理
解
と
意
向
の
把
握
を
図
る
た
め
の

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
が
、
九
月
十
七
日
か

ら
三
十
日
ま
で
の
間
、
町
内
各
地
区
の
公
民
館

な
ど
八
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
説
明
会
で
は
、
企
画
課
長
か
ら
合
併
の
必

要
性
や
そ
の
効
果
、
課
題
、
対
応
策
な
ど
が
話

さ
れ
、
町
長
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
周
辺

市
町
村
の
動
向
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
出
席
し
た
住
民
か
ら
は
、
合
併
後
の
財
政

面
に
つ
い
て
の
質
問
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、

町
長
は
「
八
郷
町
の
良
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う

な
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
合
併
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
ち
づ
く
り
対
話
教
室
が
、
九
月
二
十
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
と
の
対
話
を

通
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
考
え
る
機
会
と

し
て
町
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
年
に
二
回
開

催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
「
整
備
が
進
む
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
テ
ー
マ
に
町
内
外
の
道
路
施
設
等
の
見

学
を
し
ま
し
た
。
視
察
コ
ー
ス
は
国
道
３
５
５

バ
イ
パ
ス
、
岩
間
八
郷
線
予
定
地
、
土
浦
笠
間

線
大
増
拡
幅
予
定
地
、
北
関
東
自
動
車
道
笠
間

Ｉ
Ｃ
予
定
地
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
・
上
曽
峠
ト

ン
ネ
ル
取
付
道
路
交
差
点
、
片
野
下
青
柳
建
設

地
、
朝
日
峠
の
合
計
七
か
所
。
参
加
者
は
「
こ

れ
か
ら
で
き
る
道
路
な
ど
の
場
所
が
実
際
に
見

ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
昼
食
時
に
は
、
参
加
者
と
町
長
と
の
対
話

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
大
塚
）
▽
三
位
　
潮
田
喜
久
恵
（
大

増
）
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】 

 

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
親
善
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
二
日 

　
総
合
運
動
公
園
で
一
般
、
シ
ニ
ア
、

ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
の
部
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
八
郷
町
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

男
子
の
部
　
Ｇ
シ
ニ
ア
▽
準
優
勝
　
海

野
重
俊
▽
三
位
　
潮
田
敞 

女
子
の
部
　
一
般
▽
準
優
勝
　
高
橋
ち

が
子
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】 

  

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
九
月
号
十
ペ
ー

ジ
「
八
郷
町
の
長
寿
者
上
位
百
人
」
の

中
で
、
九
十
番
の
鈴
木
曹
吉
さ
ん
は
　

吉
さ
ん
の
誤
り
で
す
。
訂
正
す
る
と
と

も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

    

　
一
〇
月
一
〇
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
で 

し
た
。
毎
月
上
旬
は
締
め
切
り
が
近
く 

パ
ソ
コ
ン
や
原
稿
を
見
る
時
間
が
長
く 

な
り
目
が
充
血
し
て
し
ま
う
こ
と
に
悩

ま
さ
れ
る
頃
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
目

を
い
た
わ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
（
渡
） 

編
集
室 

対
話
教
室
で
道
路
施
設
な
ど
を
見
学 

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
小
幡
小（
市

塚
因
校
長
）
の
五
、
六
年
生
四
十
六
人
に
よ
る

稲
刈
り
が
九
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
小
学
校
で
は
毎
年
、
秋
に
行
わ
れ
る
収
穫

祭
に
向
け
て
、
全
校
児
童
で
も
ち
米
の
苗
を
植

え
て
い
ま
す
。
今
年
も
五
月
に
田
植
え
が
行
わ

れ
、
今
回
そ
の
稲
が
見
事
に
実
り
、
収
穫
を
迎

え
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
が
植
え
た
稲
の
生

長
に
大
喜
び
。
開
始
の
合
図
が
あ
る
と
、
素
早

く
か
ま
を
持
っ
て
稲
刈
り
作
業
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
小
幡
小
の
収
穫
祭
は
十
月
二
十
六
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
収
穫
祭
で
は
お
い
し
い
お
餅
が

食
べ
ら
れ
ま
す
ね
。 

小
幡
小
児
童
が
稲
刈
り
を
体
験 

  

柿岡地区説明会 



     

　「
子
ど
も
た
ち
に
学
校
で
は
学
べ

な
い
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
か
ね
て
か
ら
考
え
て
い
ま
し

た
」
と
、
恒
広
登
志
子
さ
ん
（
柿
岡
）

は
熱
く
語
り
ま
す
。
恒
広
さ
ん
は
柿

岡
商
店
街
を
中
心
に
広
が
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
の
関
係
者
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
な
ら
子
ど
も
た

ち
に
絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
子
ど
も
た
ち

に
四
、
五
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

も
ら
い
、
ベ
ニ
ヤ
板
の
キ
ャ
ン
バ
ス

に
大
き
な
絵
を
描
く
こ
と
を
企
画
、

十
月
六
日
に
柿
岡
地
区
公
民
館
講
座

の
一
環
と
し
て
中
央
公
民
館
を
会
場

に
行
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
五
グ
ル
ー
プ
が
同
講
座
に

参
加
。
講
師
に
下
青
柳
在
住
の
松
尾

ゆ
み
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

     

　「
一
人
で
絵
を
描
く
わ
け
で
は
な 

い
の
で
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
葛
藤

や
ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
で
も
驚
い
た
こ
と
に
最
後
に
は

立
派
な
絵
が
完
成
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
松
尾
さ
ん
の
口
調
も
は
ず
み

ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
手
や
足
や
顔
に
絵

の
具
を
付
け
な
が
ら
、
思
い
思
い
の

大
き
な
絵
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
絵
は
、
十
月
二
十
七
日
に
行

わ
れ
る
柿
岡
地
区
公
民
館
文
化
祭
で
、

中
央
公
民
館
の
前
に
飾
ら
れ
た
後
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
に
寄
贈
さ

れ
ま
す
。 
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出会いは始まり、勇気は未来への第一歩 
このチャンスを生かし、すてきな恋をつかまえてみませんか 

　八郷町・千代田町・霞ヶ浦町・玉里村農業委員会 

では、カップル誕生と町の発展を願い、「出会い」の 

ときを企画しました。お友達お誘い合わせのうえ、 

ぜひお越しください。 

と　　き　平成14年12月８日（日） 

と  こ  ろ　横浜市（ロイヤルウイング　ディナー 

　　　　　　　　　クルーズ） 

募集定員　男女各２０名　 

　　　　　※定員になり次第締め切ります 

応募締切　平成14年11月11日（月） 

会　　費　男性 3,000円　女性 2,000円 

そ  の  他　男性に関しては関係町村内在住者に限ります 

集合時間　13：30 

集合場所　八郷町役場 

申込・問い合わせ先　役場農業委員会事務局（内線1251） 

※参加者には後日詳細をお知らせします。 

柿
岡
地
区
公
民
館
講
座 

絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
発
見 

★ 夜景 

カップリングパーティーを開催 

仕上がりはどう？ 

みんな真剣 

仕上がりはどう？ 

みんな真剣 
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